
事例報告Ⅱ第⼆部会・第三部会合同

⽂章作成指導を通じた
知的学習⽀援システムの構築

UeLAフォーラム2025 及び JADE & UeLA 合同フォーラム



8⼤学連携事業に関わる経緯
l



８⼤学連携事業との関わりとその後
8⼤学連携事業 プレ・ポスト導⼊ 科研費
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帝京大学
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基盤B
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⽇本語練習問題紹介



⽇本語練習問題出題分野
（プレイスメントテスト・到達度テスト）

l 漢字分野（読みと書き15問・四字熟語5問）計20問
l 語彙分野（ことわざ・成句5問・語義25問）計30問
l ⽂法・敬語分野（受⾝･使役・可能，敬語） 計10問
l 短⽂読解分野 計10問

＜計70問20分，１点×70＝70点満点＞



漢字分野
（1）念願成就を祈念した。
① せいしゅう ② せいじゅう ③ せいじゅく ④ じょうじゅ
⑤ じょうじゅく

（5）A町とB町で合祀をした。（下線部と同じ読み）
① ⽇⽶合作映画が封切られた。 ② 似合いのカップルだ。
③ 合図でスタートした。 ④ 先⽣の説明に合点がいった。
⑤ 合格点をいただいた。

（7）賛否の決をトッタ。
① 取った ② 獲った ③ 捕った ④ 執った ⑤ 採った

（20）森羅□象，まだまだ不思議に満ちている。
① 現 ② 林 ③ 満 ④ 徴 ⑤ 万



語彙分野
（22）借りた⾦は を揃えて返せよ。
① ⼿ ② ⼝ ③ ⾝ ④ 頭 ⑤ ⽿

（43）交流会を開きます。 会費を徴収することになります。
① 並びに ② 従って ③ ついては ④ もしくは
⑤ たとえば

（46）外出の出で⽴ちでどこへ⾏くの︖
① ⾒送りのため急ぎフェリー乗り場にかけつけた。
② 成り⾏きにまかせてその⽇暮らしの毎⽇。
③ 出発は明⽇に決まった。
④ 春らしい装いでイメージアップを図った。
⑤ 姉とおそろいのワンピースを買った。



⽂法・敬語分野
（53）受⾝・可能・使役表現を最も適切に使っている⽂
① ⼩さめの服を無理に着させれた。
② ⼈前で恥をかかされた。
③ 弟を⾏かせれるよ。
④ この出⼝からは出れない。

（56）部下からの適切な⾔い⽅
① 課⻑は明⽇会社に来れますか。
② 課⻑は明⽇会社に出勤いたしますか。
③ 課⻑は明⽇会社に出勤なさいますか。
④ 課⻑は明⽇会社にご出勤なされますか。



短⽂読解分野
次の⽂章を読んで、（61）〜（65）の設問に答えてください。

現在、欧州・カナダなど世界の15か国が、地上約400㎞上空の軌道上に巨⼤な施設「国際宇
宙ステーション」を建設するという（ ア ）を実施している。⽇本を中⼼に⾏っている「き
ぼう」という実験棟もその⼀つである。国際宇宙ステーションは、微⼩重⼒の宇宙空間に⻑期
滞在しながら未知の可能性に挑む「宇宙の（ イ ）」である。（ウ）このような環境を利⽤
して、新しい素材や新薬の（ エ ）、芸術や教育分野での利⽤に関する研究が⾏われる予定
で、（ オ ）が期待される。

（61）（ ア ）に⼊る最も適切なものを選んでください。
① プログラム ② プロジェクト ③ システム ④ コラボレーション

（62）（ イ ）に⼊る最も適切なものを選んでください。
① サクセス ② チャレンジ ③ プロセス ④ フロンティア

（63）（ ウ ）の意味するところとして適切なものを選んでください。
① 地上約400㎞上空の軌道上 ② 巨⼤な施設「宇宙ステーション」
③ 微⼩重⼒の宇宙空間 ④ 前⼈未到の未知の世界



プレイスメントテスト
到達度テスト
導⼊実績



創価⼤学「学術⽂章作法Ⅰ」での
利⽤実績

・前後期全15回（2単位）の初年次必修科⽬
・第1回︓授業ガイダンス、プレイスメントテスト（70問）
・第15回︓まとめ、確認テスト、到達度テスト（60問）

・テスト実施は8⼤学連携事業に携わっていた教員3名の担当
クラスで実施

・紙媒体で実施（解答はマークシート）



帝京⼤学「 eラーニングで学ぶ⽂章作法⼊⾨」
での利⽤状況

・⽇本語WG作成のプレイスメントテスト問題数70問→35問
・プレとポストで同じテストを実施
・LMSで実施

・前後期全8回（1単位）の初年次選択科⽬
・第1回︓対⾯オリエンテーション ＋ プレイスメントテスト
・第8回︓動画視聴、確認テスト、コメント⼊⼒、ポストテスト



「 eラーニングで学ぶ⽂章作法⼊⾨」での
プレ・ポストテスト結果⼀例

2022前期
プレ全体 プレのみ プレ＋ポスト ポスト

受験者数 131⼈ 66⼈ 65⼈ 65⼈
平均 23.13 22.18 24.09 23.75

中央値 22 21 22 24
標準偏差 7.52 7.69 7.21 4.88



反省点と今後に向けて

l これまで確認する程度しか活⽤できていなかった
l 第1回オリエン時に、プレ・ポストテストの点数は

成績に影響しないことを強調しすぎた︖
⇒ ポストテスト（2点分）未受験者が多い

l レポートの点数、成績との相関も分析したい



科研費研究



科研費申請の経緯
l 8⼤学連携事業内のグループごとに科研費申請

⇒ 情報WG、数学WG
l ⽇本語WG、学修観WGの有志で科研費申請を検討

・元々、学⽣からの「話し⾔葉を使わないようにしたい」との
相談がきっかけで「話しことばチェッカー」開発を検討

⽇本語WGの賛同を得て、科研費申請



「話しことばチェッカー」開発経緯
2017年度︓「話しことばチェッカー」システム開発開始
【JSPS科研費︓17H01841】

2019年度︓学⽣⾃⾝が⽂章内の話し⾔葉を検出する
初期話しことばチェッカー（個の学習）

2020年度︓オンライングループでの協調学習授業モデル設計
（集団の学習）

2022年度︓「話しことばチェッカーWord出⼒版」を開発
【JSPS科研費︓22H03706 → 23K24961】

2024年度︓⽂章タイプによる検出⽅法切替機能を開発
（論⽂・レポート⽂／感想⽂）



①初期話しことばチェッカー⼊⼒画⾯

①⽂章を貼付

②話しことば検出



検出結果画⾯

ヒント



②協調学習授業モデル（グループチェック）

l Zoomのブレイクアウトルーム利⽤
l 1グループ3〜4⼈で形成
l各グループで2グループ分（6〜8本）の
匿名処理済レポートをチェック

※システムのルールベースで
検出できないあいまいな話し
⾔葉も含め、学⽣同⼠で
フィードバック
※学⽣は話しことばチェッカーを使わない



レポート作成・提出

チェッカー判定

推敲・修正

再提出

学
⽣
が
実
施

レポート作成・提出

チェッカー判定

推敲・修正

再提出

③話しことばチェッカーWord出⼒版

教
員
が
実
施

従来の「話しことばチェッカー」
使⽤法 Ｗord出⼒版

報告者の担当授業がeラーニングによる初年次ライティング授業のため



Word出⼒版⼊⼒画⾯

②Wordファイルに出⼒する

①⽂章⼊⼒・貼付

③ファイルをダウンロードする



Word出⼒図

初検出話し⾔葉 ︓ マ
２回⽬以上検出時︓ ぐ



④検出⽅法切替機能

l 当初はアカデミックレポートを想定
l 授業によってレポートのタイプが異なる

例）講演を聴いての感想、社会問題に対する意⾒
「私」「思う」「感じる」等表現の出現

「論⽂・レポート⽂」と「感想⽂」で検出⽅法切替
➡ 現⾏の話しことばチェッカー



現⾏話しことばチェッカー⼊⼒画⾯

論⽂・レポート⽂ 感想⽂

①⽂章⼊⼒・貼付



検出結果画⾯
論⽂・レポート⽂ 感想⽂



l話しことばチェッカーはそれぞれの機能にメリット・

デメリットあり

lチェッカー利⽤が推敲の⼀助となった（ゲーム感覚︖）

lチェッカー利⽤ ≠ 良いレポート

⇒ 今後、ライティング指導において⽣成AIとどう向き合うか、

どう利⽤するか

科研費研究のまとめと感想



l様々な⼤学の現状やWGの枠を超えた交流による知⾒の広がり
lプレイスメントテストが、アカデミックライティングで触れ

ない「敬語・諺・四字熟語」等を学べる機会であることに

気づけた

➡ 正答率だけでなく、各問題も含め分析したい

l8⼤学を離れても共同研究や教材の活⽤等、今後にも繋がる
取り組みができている

８⼤学連携事業に携わって



現⾏話しことばチェッカー（検出⽅法切替版）
QRコード

誤検出や未検出もあります

ご清聴ありがとうございました

帝京⼤学・⼭下由美⼦
yamashita-yumiko@main.teikyo-u.ac.jp


